
通報（顕名（匿名可))
【通報窓口：内部監査室】

通報の受理・不受理の決定
予備調査の要否決定
【最高管理責任者（学長）】

配分機関等へ予備調査実施を通知
【最高管理責任者(学長)】
予備調査委員会を設置、調査実施
【統括管理責任者(研究理事)】

通報者へ決定結果を通知
【統括管理責任者(研究理事)】

・研究活動における不正の疑いがある
と思料する者

・報道機関，研究コミュニティ，イン
ターネット等からの指摘

職権調査
【最高管理責任者（学長）】

【予備調査委員会】
〇調査内容
・内容の合理性
・調査可能性 等

〇調査項目
・関係資料の提出
・必要書類等の提出
・ヒアリングの実施
・不正行為が行われた可能性
・科学的合理的理由の論理性
・合理的な保存期間の超過の有無
・その他

【受理】

（予備調査結果の報告）受理決定から
30日以内

本調査の要否決定
【最高管理責任者（学長）】

【実施】

通報者へ決定結果を通知
【統括管理責任者(研究理事)】

【不実施】

配分機関等及び文部科学省へ本調
査の実施を通知
【最高管理責任者(学長）】
被通報者へ本調査の実施を通知
調査委員会を設置、調査実施
【統括管理責任者(研究理事)】 委員の指名に異議がある場合、

統括管理責任者へ異議申立て
【通報者・被通報者】

【調査委員会】
〇調査対象
・通報事案
・関連した研究

〇調査項目
・資料精査（論文，実験・観察ノー
ト，生データ)

・関係者ヒアリング
・再現実験

〇認定事項
・不正行為の内容及び悪質性
・不正行為に関与した者
・不正行為への関与の程度
・論文等研究における役割

本調査開始から
150日以内

通知を受けた日から14日以内

実施決定から30日
以内に委員会を開始
※異議申立期間を含む

統括管理責任者へ調査結果を報告
【調査委員会】
最高管理責任者へ調査結果を報告
【統括管理責任者(研究理事)】

通報者・被通報者，配分機関等，
文部科学省へ調査結果を通知
【最高管理責任者（学長）】

不正行為が有ったとの認定に
対し不服がある場合、最高管
理責任者へ不服申立て
【被通報者】

再調査の要否を決定し、最高管理
責任者へ報告
再調査を行った場合は、最高管理
責任者へ再調査結果を報告
【統括管理責任者(研究理事)】

【調査結果の公表内容】
・不正に関与した者の氏名，所属
・不正の内容
・機関の行った措置の内容
・調査委員の氏名・所属
・調査の方法・手順等
※合理的な理由がある場合は非公表も可

・調査結果の公表
・最終報告書の提出【結果確定後、最高管理責任者が行う事項】

〇不正行為有りと認定
・研究費の使用中止
・論文等の取り下げ勧告
・是正措置等
・処分

〇不正行為無しと認定
・措置の解除等
・名誉回復のための措置

再調査開始から50日以内

① 調査が適切に実施されるよう，必要に応じて
指示を行うとともに，速やかにその事案の全
容解明し，調査を完了させるよう要請する。

② 調査の過程であっても，特定不正行為の一部
が認定された旨の報告があった場合は，必要
に応じ，被認定者が関わる競争的資金につい
て，採択又は公布決定の保留，交付停止，関
係機関に対する執行停止の指示等を行う。

【配分機関等が実施すべき事項】

【文部科学省による調査等】

・定期的に履行状況調査（書面，面接，現地
調査）を実施

・履行状況調査に基づく改善事項，及び履行
期限を付した管理条件の付与

・特定不正行為の確認された研究機関への，
改善事項及び履行時期限を付した管理条件
の付与

・管理条件の履行が認められない場合は間接
経費の削減（上限15％）

・間接経費の削減後も管理条件の履行が認め
られない場合は競争的資金の配分停止

③ 特定不正行為の認定した調査結果の報告を
確認した場合，内容を踏まえ以下の措置を
講じる。

対象：特定不正行為への関与が認定された
著者，認定されないが責任を負う者

内容：交付決定の取消し，当該競争的資金
の一部又は全部の返還，競争的資金
等への申請及び参加資格の制限

申立て受理・不受理の決定
【最高管理責任者（学長）】

【受理】

【不受理】

※受付から調査報告書提出まで，
全体で210日程度で実施

特定不正行為の告発の受付、事案の調査

〇信州大学における調査の流れ

【不受理】
調査終了

調査終了

通報者・被通報者へ、委員会
委員の氏名・所属を通知
【統括管理責任者(研究理事)】

通知を受けた日から14日以内


